


















及び側鎖疎水基の効果 を考察するため,H-C転移 をしないポリアクリル酸 (PAA)及び長
い側鎖疎水基 をもつポリペプチ ドであるポリーE,N-サクシニル-Ⅰ,-リジン(PSL)を
選びそれぞれの水溶液系について電気伝導度一電場パ ルス法を用いて緩和を観測 した｡図 1と
図2とにPAAとPS工Jで得 られた緩和時間の逆数 T~1のpH及び高分子濃度依存性 を示す｡･
PAAの高いpH領域では,緩和は速い過程と遅い過程の2つに分離 され, どちらの過程 も
T~1が濃度及び電場強度に対 してそれぞれ単調に減少及び増加 し,電気複屈折 もみられたこと
から,ここで観測された現象は配向に基づくと結論 した｡一方,低い pH領域での単一緩和は,
I-1が濃度に対して単調に増加 し,さらに重合度には依存 しない｡ これらのことはMaxw｡11-
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pH
図1†竃2.3×10q4M5.5×10-4M6.7×10~4M
Ii-C転移によるものと結論 した ｡ しかし,PS工J
の場合, pGAとは異なり,この pH領域で濃度
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